
【管理職】先輩からのメッセージ

福岡主管支所 主管支所長

１９９６年 入構

－業務内容を教えてください。

主管支所長として実際の業務から離れていますが、運転従事者に対する適性診断結果を
用いたカウンセリング業務などの事故防止業務をメインに担当してきました。
今は、主管支所長として理事長を含む役員層が示す方針を基に、管内８支所におけるナ

スバ全ての業務運営・マネジメントが業務内容となります。

－ナスバで働くことの魅力を教えてください。

他人から感謝される瞬間です。ナスバは自動車事故防止や交通事故被害者支援を業務と
していますが、直接感謝の言葉をかけられるときはうれしく思います。
また、現在は管理職として仕事をしていますが、部下職員が一丸となって仕事に取り組

み目標達成に向けて頑張っている姿、目標達成した時の笑顔を見ると私もうれしく思いま
す。

－管理職として意識していることは何ですか。

ナスバの仕事は人と接する機会が多くあります。また、外
部・内部資格を取得しながら多くの研修の機会も多く自己研
鑽の機会も多くあります。
ワークライフバランスという言葉を多く聞くようになって

いますが、部下職員が「楽しく」成長できる環境づくりがで
きるように、コミュニケーションを充実させ各人が１００％
の力を発揮できるような職場環境づくりを意識しています。

－ナスバに向いていると思う人はどんな人ですか。

ナスバは色々な仕事があります。皆さんも仕事に対する思いはいろいろだと思いますが、
やはり、人と接することが好きな方が向いているのではないかと思います。
ナスバに入構しても階層別研修やスキルアップ研修など学ぶ機会は多くあり、フォロー

体制も充実していますが、知識を仕事に活かすには経験も重要です。
未経験のことにも飛び込んでいくような積極性も必要だと思いますが、何事も楽しんで

取り組める方がナスバの仕事をしていくうえでも向いているのではないかと思います。



若い頃から車やバイクを運転することを好んでおり、転勤
した際はガイドブックに掲載されていない穴場を探してうろ
うろしていました。
今は単身赴任中です、バイクできれいな景色や穴場を求め

てうろうろして、心身ともにリフレッシュをしています。

右下の写真は自宅の沖縄県うるま市にある「ぬちまーす」
工場にある「果報(かふう)バンダ」からの風景です。
工場見学が無料で出来ますので興味のある方は来沖された際
に是非お立ち寄りください。（心の洗濯ができます）

＜自己紹介＞

－今後の目標を教えてください。

ナスバ組織としての目標は、タグラインの通り「めざすのは、自動車事故ゼロの社
会。」です。その為に安全指導業務や被害者援護業務がありますので、微力ながら目標達
成に向けて頑張っています。
個人的な目標としては、もっと多くの方に「ナスバ」を知っていただき、「ナスバが

あってよかった」と言われるように、そして、ナスバ職員が「ナスバに勤めてよかった」
と胸を張って言える職場環境にすることが目標です。

－ナスバを目指す人に向けてメッセージをお願いします。

これをご覧になっている皆さんは、自動車事故防止や被害者支援という言葉でナスバの
HPにたどり着いたことと思います。
ナスバは「めざすのは、自動車事故ゼロの社会。」をタグラインとして掲げている、自

動車事故対策に特化した世界でもユニークな組織です。
昨今、自動車事故件数は減少しているとはいえまだまだ多くの交通事故が発生していま

す。もっと交通事故を減らすお手伝いをしたい、交通事故被害者の支援をしたいと思われ
る方の応募をお待ちしています。



【管理職】先輩からのメッセージ

新潟主管支所 次長

１９９７年 入構

－業務内容を教えてください。

【2度の国土交通省への出向を経験】
次長の業務としては、「明るく！楽しく！元気よく！」を新潟主管支所管内統一のスロー

ガンに掲げ、働きやすい職場環境づくりに日々励んでいます。
具体的には、「コンプライアンスを遵守する風土の醸成」、「人材育成」、「職員との面

談、状況把握とメンタルヘルスケア」等になります。
また、広報活動にも注力しており、TeNY（株式会社テレビ新潟放送網）において１２分

の特集を制作、放送していただけたことは大きな成果であったと思っています。
経歴としましては、入構以来、安全指導業務に従事している期間が長く、また国土交通省

関東運輸局東京運輸支局に２年、国土交通省本省に３年と２度の出向を経験し、監査及び運
輸安全マネジメントの他、国の考え方等を直に学べたことは、その後のナスバ人生に大きく
影響し今も貴重な財産となっています。

－ナスバで働くことの魅力を教えてください。

【役割を理解し果たす努力をした結果のありがとう！！】
ナスバに限らず、社会人には必ず役割があります。ナスバで考えてみると、役職に求めら

れる役割に始まり、安全指導業務ではカウンセラーや講師、コンサルタント、被害者援護業
務では支援者や相談者というように様々な役割を求められます。
その時々で求められている役割を理解し、果たす努力をすることは非常に大変なことかも

しれませんが、自分の役割と目の前にいる人に真剣に向き合い行動した結果、組織の内外問
わず心からの「ありがとう」の言葉を貰えた時は、頑張ってきて良かったと思える瞬間です。

－管理職として意識していることは何ですか。
【スローガンは、「明るく！楽しく！元気よく！」】
一日の三分の一を過ごす職場の雰囲気が悪かったら・・と

考えただけでゾッとしますよね？？
管理職の一番の役割は、職場の仲間が仕事をしやすい環境、

明るい雰囲気づくりだと思っています。
それは、誰もが「自分の気持ちに素直」になり、「安心し

て発言や行動ができる環境」であると信じ、上司部下以前に
同じ職場で働く仲間であることを意識して日々の業務にあ
たっています。

－ナスバに向いていると思う人はどんな人ですか。

【出会いを大切に思える方】
ナスバは、業務を通して様々な方々との出会いがあります。安全指導業務では適性診断の

受診者、運行管理者等講習会や認定セミナーの受講者、被害者支援業務では介護料の受給
者、交通遺児等友の会の会員、アセスメント業務では各自動車メーカーの方々、その他にも
広報業務を通じてテレビ局等のメディア関係の方々等、挙げたら切りがありません。
また、全国に支所があり転勤もありますので職員との出会いもあります。
このように、日々、新たな出会いに恵まれます。
この新たな出会いの一つ一つが繋がり、仕事でも実を結んでいくことになります。
多くの人との出会いに喜びを感じ、大切にして深めていきたいと考えられる方に向いてい

ると思います。



【趣味は、仕事！！なわけないじゃん！！】
趣味は仕事で、開けても暮れても休日も仕事に尽力して

います。と言いたいところですが、全くそんなことはなく、
休日は好きなことを楽しんでいます。
育ったのは東京都ですが、生まれが山梨県なので山梨に

は愛着があり、専らヴァンフォーレ甲府の応援をしていま
す。
スタジアムにも頻繁に足を運んでいましたが、今は新潟

県在住ですのでなかなかスタジアムには行けず、試合があ
る日はDAZNで観戦しています。
ただ、スタジアムに行けない分は、車も好きですしせっ

かく新潟県に来ているので、愛車のジムニー君でドライブ
に出かけています。
２０歳を超えたジムニー君、気分屋のところがあり、新

潟に来て２年になりますが、その間にすでに３回止まって
います・・・。
まぁ、手がかかる子ほど可愛いといいますし、これから

もジムニー君と良い休日を過ごしたいと思っています！！

＜自己紹介＞

－今後の目標を教えてください。

【ナスバって知ってる？？知ってる！知ってる～！！】
これを見てくださっている貴方、ナスバって知っていましたか？「就職活動をするまで名

前すら聞いたことがなかった」と寂しい回答が聞こえてきたような・・・。
ナスバの行っている業務は自画自賛かもしれませんが、交通事故対策の専門機関として非

常に意義のある業務を行っていると自負しています。
また、交通事故被害者の方々が、ナスバの制度を知らないばかりに援助が受けられないな

ど以ての外です。
だからこそ多くの方々にナスバを知っていただきたいと思っていますし、今も胸を張って

広報活動にも尽力しています。
そして、「ナスバって、知ってる？」とお聞きした時に、誰からも「知ってる！知ってる

～！！」と答えて貰えるようにすることが目標の一つです。

－ナスバを目指す人に向けてメッセージをお願いします。
【自分の気持ちを大切にできる人は、周囲の気持ちも大切にできる！！】
みなさん、自分の気持ちから目を逸らせていることはありませんか？
単に気持ちのままに行動したのでは、ただの勝手な我儘な人になってしまいますし、一方

で目を逸らすと必ず後で後悔します。
自分の気持ちに素直に行動することは非常に困難なことですが、皆さんにはぜひ自分の気

持ちに素直に行動できる人になって貰えたらと思います。
そして、自分の気持ちを本当に大切にできれば、周囲の方たちの気持ちを大切にする力も

持てるはずです。
ナスバの全ての業務は、人と人との繋がりが重要な業務であり、関係する全ての人の気持

ちを大切にする業務ですので、ぜひ今抱いているナスバで働きたいという気持ちに素直に
なってチャレンジしてください。
ナスバの仲間となって、一緒に仕事をできる日を楽しみにしています！！



【管理職】先輩からのメッセージ

安全指導部 調査役

安全指導業務（eナスバ）

１９９２年 入構

－業務内容を教えてください。

現在は、ナスバ業務の３本柱である「自動車事故を防ぐ」業務の１つである指導講習業務
に携わり、具体的には令和６年１２月から提供している“eナスバ”（eラーニング）による運
行管理者等指導講習と令和７年２月から始めたeナスバの新メニューである貨物軽自動車安
全管理者講習をそれぞれ立ち上げ時から運営に係る業務全般を担当・統括しています。
ナスバでは全国に設置の５０支所で指導講習業務を提供していますが、eナスバはナスバ

本部で直接運営しています。他の担当職員とともに、 eナスバに関するさまざまなお問い合
わせにも対応しております。

－ナスバで働くことの魅力を教えてください。

私事となりますが、ナスバの前身となる自動車事故対策センターに就職してから通算して
勤続３３年となります。その間に国土交通省（運輸省）勤務、千葉療護センター、本部は自
動車ｱｾｽﾒﾝﾄ部を除きすべての事業部で勤務、地方では札幌・新潟・東京各主管支所管内での
勤務を経験しました。
さまざまな用務、たくさんの異業種の方々とも接し、喜ばれたこと、失敗し後悔したこと

等数えきれませんが、その経験が自分を強くし、人として成長できたこと、微力ながらナス
バの業務運営にも貢献できていると思っています。

－管理職として意識していることは何ですか。

現在も新規採用職員をはじめ様々な年代の職員が統括部署に
おり、もちろん性格、考え方等皆異なります。故に個人的には
すべての業務や職員が気になりますが、みんなで業務を割り振
りしたうえで担当していますので任せた業務は余計な口出しは
せず、まかせることを意識しています。
もちろん相談されれば、自分なりの方針を伝えたり、協力し

て進めています。
また、休暇の取得は、若い職員の希望を優先して調整するこ

ととし、休める時はしっかり休み休暇を楽しんでほしいです。

－ナスバに向いていると思う人はどんな人ですか。

これまでの自分の経験から業務上でもたくさんの方々と接し、業務を遂行していきます。
いろんな方と接しコミュニケーションすることが好きな方は向いていると思います。
加えて、被害者援護業務では介護料受給者の方やご家族の方への訪問支援、さまざまなご

相談なども受け賜わります。つらい内容もありますが、何事も親身になれる方は向いている
と思います。



食事では子供の頃からラーメンが大好物で学生時代も
雑誌を片手に食べ歩いていましたが、札幌勤務時はラー
メン巡りに火が付き、ほぼ毎週末食べ歩いておりました。
さまざまなお店で食べたからかそれまで好まなかった

つけめんも大好物となりました。ラーメン巡りの副作用
か高血糖が加速して進行してしまいましたが、その後も
ラーメン処の地に勤務したこともあり、ラーメン巡りは
現在もやめられません。

＜自己紹介＞

－今後の目標を教えてください。

短期的な目標としては、現在担当しているeナスバ講習の普及を進めること。
現在は指導講習実績の２０％にも満たないですが、３０％、４０％、５０％と利用率を上

げていきたいです。受講者の方への利便性の向上、ナスバにも業務効率化のメリットがあり
ます。まだまだやるべきことがたくさんありますが。

－ナスバを目指す人に向けてメッセージをお願いします。

世の中には数えきれない程の仕事が存在し、選択肢が多すぎるせいでかけがえのないもの
を見失ってしまうことがあると思います。ナスバに出会い、興味をもったならその奇跡を大
切にし、信じるべきだと思います。



【管理職】先輩からのメッセージ

山形支所 支所長

２００５年 入構

－業務内容を教えてください。

入構後、配属先の仙台主管支所に加えて山形支所、青森支所、岩手支所と６年６か月間、
東北地方で勤務し、適性診断や指導講習などの安全指導業務を中心に様々な業務に従事しま
した。その後、本部の経理部で５年間、総務部で３年６か月間勤務し、内部管理業務を経験
し、東京主管支所で管理職として４年６か月間の勤務を経て、現在は山形支所に勤務してい
ます。

－ナスバで働くことの魅力を教えてください。

ナスバでは「自動車事故ゼロの社会」を目指し、自動車事故の防止や事故被害者への支援
に取り組んでいますが、ナスバで働くことの魅力は「社会的意義の大きさ」と「専門性を活
かした安定したキャリア形成」にあると考えています。
自動車事故の防止という社会全体の課題に取り組み、また交通事故の被害により苦しむ人

を直接支えるという公的機関だからこそ担うことができる役割を通じて、社会に貢献するこ
とができます。さらに、ナスバには専門性を深めながら長期的に成長できる仕組みが整って
いる点も大きな魅力だと感じています。

－管理職として意識していることは何ですか。

日頃のコミュニケーションを積み重ねて、支所の職員がいつ
でも「相談しやすい」環境を作ることを意識しています。どん
なことも相談できる関係があることで、職場での心理的安全性
が高まり、円滑に業務を進めることができることに加えて、業
務の改善提案やリスクの未然防止等にもつながると考えていま
す。

業務中の
写真

－ナスバに向いていると思う人はどんな人ですか。

私はナスバに入構する前は民間企業に勤めていましたが、日々、会社の存続・発展のため
に売上を追い求める中で「これが本当に自分のやりたいことなのか」と考えるようになりま
した。ナスバには、公的機関として社会的意義が大きい業務に携わることができ、「社会の
役に立っている」という実感を持ちながら成長していける環境がありますので、公益性の高
い仕事にやりがいを感じられる人には大変魅力的な職場だと思います。
ただし、ナスバは全国に支所があり、転勤を避けて通ることが出来ませんので、新しい環

境を前向きに楽しみ、変化を自分の成長につなげられる人が向いていると感じます。



現在は単身赴任中ですが、月に２～３回は自宅がある
千葉に帰り、小学２年生の娘と過ごす時間を楽しんでい
ます。
山形県から千葉県の自宅までは、車だと片道約390km

の距離がありますが、途中にある福島県や栃木県では、
その土地ならではの名物や名所に触れることができ、つ
い寄り道が増えてしまっています。

＜自己紹介＞

－今後の目標を教えてください。

ナスバは社会的意義の大きい業務を行っているにもかかわらず、あまり知名度が高くない
点が課題となっています。ナスバが行っている各業務は、国民の皆様に知っていただき、ご
利用いただくことではじめて社会に貢献することができます。
まずは国民の皆様に広く「ナスバ」を知っていただき、自動車事故といえば「ナスバ」と

思ってもらえるような存在になれればよいと考えています。

－ナスバを目指す人に向けてメッセージをお願いします。

交通事故は誰にとっても他人事ではなく、社会全体で向き合うべき課題です。ナスバはそ
の課題に真正面から取り組み、「自動車事故ゼロの社会。」の実現を目指しています。
派手な仕事ではありませんが、確実に社会の役に立っています。
就職活動をされているみなさんの「誠実さ」や「優しさ」は、社会の安全をつくる力になり
ます。その力を必要としている場所が、ナスバにはあります。
みなさんと一緒に働くことができる日を楽しみにしています。



【管理職】先輩からのメッセージ

大阪主管支所 マネージャー

被害者援護業務

２００２年 入構

－業務内容を教えてください。

交通事故の被害に遭われて重度の障害を負った方や、交通遺児のご家庭への支援等の業務
を行っています。デスクワークもありますが、対象のご家庭への訪問や交流イベントの企画、
警察・病院・役所への広報なども行っています。
福祉・介護等に関わる知識は当初はありませんでしたが、業務に携わりながら学ばせても

らい、常に新しい気づきがあります。交通事故の被害に遭われた方は、もがき苦しみながら
懸命に生活をされています。そういった方々のお役に少しでも立てることが仕事のやりがい
につながっています。

－ナスバで働くことの魅力を教えてください。

ナスバの業務は主に「支える」「防ぐ」「守る」の三つに大別されますが、その内容の一
つ一つには様々なバリエーションがあり専門性の高い内容が多いです。それ故に一見、他の
業務に応用が利かない業務のように感じますが、取り組んだ後から別の視点や経験知を与え
てもらったと気づくことがあります。
また、それぞれの業務で関わる方と温かいやり取りができたり、感謝して頂く機会がある

こともナスバでの勤務の魅力の一つだと思います。

－管理職として意識していることは何ですか。

管理職になってまだ日が浅いため、どうあるべきか・自分な
りにどうしたいのかを模索中です。ただ、管理職の先輩方を拝
見する限り「任せる・見守る」「助けを入れるべき所で手助け
する」「責任を引き受ける」ことを意識すべきと感じています。
同じ職場でも一人一人個性は違い、皆各々が正しいと思うこ

とを自分なりにやっていると思いますので、それを尊重しなが
ら、スムーズに協力できる職場づくりを目指したいと思います。

－ナスバに向いていると思う人はどんな人ですか。

私がナスバの仕事を志望し勤務を続けることが出来たのは「人の役に立つこと」や「自分
である程度の裁量をもってゼロイチの仕事を模索すること」に達成感や喜びを感じるからだ
と思います。
ナスバを志望する動機は人それぞれですが、日々の業務のバリエーションの中から自分な

りのモチベーションや、やりがいの種を見つけられる方はナスバの勤務に向いていると思い
ます。



右の写真は長男と私です。子供たちも中学生・高校生
になり、それまでは休日に一緒に公園で遊んでいました
が、もうすっかり大きくなって、自分たちで友人と遊び
に行ってしまうようになりました。
寂しくなりますが、今は自由な時間に読書やゲーム、

音楽フェスや寺社仏閣めぐりを楽しんでいます。

＜自己紹介＞

－今後の目標を教えてください。

ナスバの知名度の向上です。ナスバは社会的に意義のある業務をしていますが、一般の方
はほぼご存じありません。ナスバの三つの業務を知っておくことは、今後一人一人がくるま
社会を生きる上で役に立つことは間違いないと思いますので、これからも様々な形で知って
いただく活動を試みたいと考えています。

－ナスバを目指す人に向けてメッセージをお願いします。

これから仕事をしていく上で、家庭での育児・介護等との両立について不安がある方もお
られると思いますが、ナスバでは様々な事情がある方が一緒に働き、勤務を続けやすい制度
の利用も推進されています。
私も産休・育児休暇・時短勤務制度を利用させて頂いた一人ですが、周囲の皆様の配慮と

気遣いによって何とか乗り切ることができました。
ナスバには多様な視点と人材が必要だと思いますので、性別・年齢等を問わずぜひチャレ

ンジして頂きたいと思います。



【管理職】先輩からのメッセージ

神奈川支所 マネージャー

被害者援護・総務・経理
自動車アセスメント 業務

２０１０年 入構

－業務内容を教えてください。

私は、ナスバに転職する前に福祉関係の仕事をしており、縁あって入構いたしました。当
初は地元支所の診断・講習・安マネ業務とナスバ本部において、総務部、被害者援護部にて
お仕事させて頂きました。その後、単身赴任にて香川県、東北療護センターに庶務課長とし
て出向して、今に至ります。
現在神奈川支所においては、総務・経理業務と、援護業務にて訪問支援や友の会関係を中

心に業務しております。また、昨年今年は事務所の一時移転等があり、支所一丸となって今
年も対応中です。前職よりナスバの仕事の方が長くなりましたが、振り返るとナスバでも
色々な部署での経験ができたなと、感謝しております。

－ナスバで働くことの魅力を教えてください。

元々、社会福祉士、介護福祉士として仕事しており、ケアマネジャーの資格を取った後、
資格や経験を活かせる仕事はないかと思った先がナスバとの出逢いでした。もちろん、新た
に覚えなければならない仕事は沢山ありましたが、カウンセラーとして、パソコンやネット
ワークの知識や、債権管理や法廷での対応の業務、病院での仕事など本当に幅広い仕事がで
きることがナスバの魅力のひとつだと思います。
希望とchanceで色々な仕事を、様々な場所で経験できる！これは私にとってはとても大き

な魅力だと感じております。

－管理職として意識していることは何ですか。
今、一番気を付けていることは、自分の価値観で相手を観な

いこと、接しないです。今まで、様々な失敗の中で一番学んだ
ことを、今実践しております。
もう一つは、スピード感をもってまずは行動、一緒に考える

ことです。今、起きている現状、仕事は自分にどんな意味を問
いかけているのかを考え、言葉で伝えることを努力しておりま
す。
時代と方法は変われど、やはりコミュニケーションが仕事に

おいては一番大切だと考えておりますので、雑談、面談、時間
がある限り話をする機会を作っています。“My door is always 
open！”

－ナスバに向いていると思う人はどんな人ですか。

ナスバの業務は、「支える、防ぐ、守る」と本当に幅が広いです。時として、突然、全く
違う仕事に変わる方も多い職場です。
私は、そんな中でどのようにそういったことに対応するか？を学べる機会が多くありまし

た。特に、出向の経験は、私の年齢で自分の職場を他の組織から見れたという期間は、本当
に貴重でした。そういった経緯の中、様々な事に挑戦したい！という方にはお勧めできるの
ではないかと私的には思ってます。
また、ナスバにおいては、「産業カウンセラー」を活かした業務が多く、またそれ以外に

も、様々な資格が活かせる仕事が待っております。AIが進化し続ける時代ですが、人と接す
る機会がとても多い職場ですので、対人関係についても学びが多い組織です。そういったこ
と総合的に興味をお持ちの方には是非挑戦していただきたいと願っております。



私は12年以上、ロッククライミングを趣味としており
ます。なので、週末はほぼclimbing gymで練習か山、岩場
に行く生活をしております。（週の多くの時間は、何か
にぶら下がっていないと調子が整いづらい身体になって
しまいました。）

趣味や学び等を大切にしたいのは、良い仕事の背景に
は、様々な事が必要ですが、良いプライベートの時間と
生活も必須と信じて生きてます♪

Smith Rock State Parkにて
世界的に知られるアメリカのボルトクライミングの聖地のひとつと
言われる地に、夢であった巡礼。 Deeply grateful for it all. 

＜自己紹介＞

－今後の目標を教えてください。

将来、世の中の車は全て、自動化される時代がいずれくるのかもしれません。ナスバも時
代に合わせて変化が求められております。いつの時代でも、自動車社会の安全に貢献出来る
様に、日々心理学や語学の勉強を続けております。
ちょうど50歳を迎えた今、運動等健康管理を続けて、定年がいつか！？はわかりませんが、

恩返しができればと思っております。まずは50代、まだまだ色々挑戦していきたいです！
私は幸いにも、ナスバの多くの部署を経験できましたが、今後も資格等を活かした仕事を

続けていきたいです。

－ナスバを目指す人に向けてメッセージをお願いします。

やはり、ナスバちゃんをはじめ、ナスバの事をもっと知っていただきたいと思っておりま
す。新卒の方も、社会人の方も、ホームページ等をみて興味をもったら是非、採用の検討を
してみてください。生きるために仕事は世の中には山の様にあります。その中で、ナスバと
いう言葉に出逢った意味は人それぞれあると思います。
もし、働いてみたいという思いがございましたら、どんな事をやってみたい？こんな事に

挑戦したい！など具体的に想像して頂き、質問なさってください。
好奇心、向上心などが本当に活かせる組織だと感じております。私は縁あって、関東以外

に、杜の都や讃岐と初めての生活地で仕事ができ、趣味を通じて国内外に友達ができました。
仕事の仕方で、プライベートも大切にできる組織であることも魅力だと個人的に推し！？

だと信じて日々感謝して仕事をしております！



【管理職】先輩からのメッセージ

中部療護センター 次長

１９９５年 入構

－業務内容を教えてください。

現在、勤務している中部療護センターは、ナスバが運営を医療法人などに委託している全
国１２カ所にある病院のひとつです。
私たち療護センターは、世界に類を見ない日本唯一の自動車事故被害者の専門病院で他の

病院では、あり得ない３年間という長い期間入院し回復を目指すことのできる病院です。
入院の対象となる患者さんは、不幸にも自動車事故で頭部外傷を負ったことが原因で重篤

な脳の障害が残った方（遷延性意識障害）です。
中部療護センターでは、医師であるセンター長を中心に全ての職員が、患者さんとそのご

家族に寄り添い少しでも元の生活に戻れるよう治療・看護・リハビリ・退院後の生活に向け
た相談を実施しています。
その中で私は、療護センターで勤務するスタッフが日頃の業務を円滑に実施できるよう相

談を受け、業務改善を実施しています。
あわせて、入院申込みのあった患者さんの現在入院されている病院に医師・看護師・

MSWとともに訪問し、入院に向けての現状把握や入院に向けた入院審査委員会の開催など
の業務を実施しています。

－ナスバで働くことの魅力を教えてください。
ナスバは、自動車事故対策の専門機関として民間企業を含め、国内はもちろん世界にもな

い自動車事故防止と自動車事故被害者支援の両方を利益追求ではなく日本で生活する全ての
方のために実施できる唯一の組織です。
私は、ナスバに入職して自動車事故未然防止のために実施している安全指導業務、自動車

事故に遭った方のケアのための被害者援護業務、その業務を実施する職員を支えるための総
務業務を経験してきました。
それぞれの業務を経験する中で「事故の未然防止に被害者救済で経験したことが活きるこ

と」や「自動車事故被害者のケアに事故防止の取り組みを伝えることもケアに繋がること」
など自動車事故対策は、事故未然防止、被害者救済の事業を分けて実施するのではなく、双
方の取り組みが組み合わされて双方の事案が減っていくということを実感しています。
自動車事故防止と自動車事故被害者支援を両方を自身の仕事として実施できることは、他

にないとても魅力的なことだと思います。
また、ナスバは、社会貢献の一助となる事業を実施しており、事業目的が明確なので、何

のために働くのかといった目的を見つけやすく１日があっという間に過ぎていくとても働き
やすい職場だと思います。

－管理職として意識していることは何ですか。

まず、上司部下であることの前にみんな同じ人間で、それぞ
れに思いや意見があることを念頭に置き、偏見を持つことなく
相談・意見・提案をしっかり聴くことを意識しています。
その上で「言うべきことは言い」みんなが納得し、前向きに

仕事が出来る環境作りを構築したいと考えています。
また、職場の皆さんに納得して業務を行ってもらうために具

体的な業務指示にあたっては、その実施内容が、いつどこで検
討され、今に至ったかなどのプロセスを含めて説明しています。



ナスバに入職して31年目となります。
仕事を通じて様々な出会いがあり、学生時代か

らの趣味であった自動車でのドライブに加え、自
力で走ること！？（マラソン）やソフトボール
チームへの加入、ホームパーティー（ＢＢＱ）な
どどんどん趣味が増えていき楽しい毎日を過ごし
ております。
仲間があってこその趣味が増え、人と関わる喜

びを日々感じそして感謝しています。
２年前からは、愛犬との日々も加わりワークラ

イフバランスを大事にしてこれからも頑張ってい
こうとしている中年です。
みなさまともお会いできることを楽しみにして

おります。

＜自己紹介＞

－今後の目標を教えてください。

ナスバは、タグラインに「めざすのは、自動車事故ゼロの社会。」を掲げ、日々、職員全
員で達成に向け努力しています。
自動車事故ゼロについては、一瞬ではなく未来永劫継続しなければならないことで、被害

者支援については、心に刻まれた悲しみは、決して消えるものではないことを忘れずタグラ
インに込めた思いの達成に向け努力することが必要であると考えています。
また、その思いを全職員と共有し、みんなで気持ちよく取り組みを実施できるよりよい職

場環境作りを継続していくことが私の目標です。

－ナスバを目指す人に向けてメッセージをお願いします。

ナスバは、人と人とのつながりを大事にする組織です。
また、自動車事故対策事業を国の施策として大義をもって仕事ができます。
とにかく「ヒトに興味があり社交的で友好的な人」はぜひエントリーして下さい。
仕事の内容は、ホームページや業務紹介を見てもらえばきっと興味を持ってもらえると信

じています。
社交的ではないなあと思っている方安心して下さい！ナスバに入ればいつのまにか社交的

になります。
私も入職当時は、社交的ではないと思っていたのですが先輩の職員や仕事で関わるみなさ

んと接しているうちに社交的な人ですねと言われるようになりました。
皆さんと働ける日を楽しみにしております。

一言でいうと「ヒトに興味があり社交的で友好的な人」だと思います。
もちろん「自動車事故の未然防止」に興味があるけど「自動車事故被害者支援」は、少し

ハードルが高いという人またはその逆の人もいらっしゃるかと思いますが、ナスバでは、そ
れぞれの業務を実施するにあたり「産業カウンセラー」の資格など各種の資格を取得する機
会や内部研修が充実しています。
ナスバ向きな人は、言い方を変えて繰り返すと「ヒトに興味がありヒトを自分の物差しだ

けで判断しない人」だと思っています。

－ナスバに向いていると思う人はどんな人ですか。


